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【
獅
子
と
み
こ
し
が
集
結
】

　
10
月
10
日
に
本
町
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
３
年
ぶ
り
に
、
本
町

１
、３
、４
丁
目
の
「
獅
子
舞
」
と
本
町
２

丁
目
の
「
野
菜
み
こ
し
」
が
町
立
図
書
館

前
に
勢
ぞ
ろ
い
。
威
勢
の
い
い
声
を
あ
げ

な
が
ら
、
獅
子
殺
し
の
演
舞
「
あ
わ
せ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。獅
子
が
激
し
く
動
き
、

負
け
じ
と
み
こ
し
も
前
後
に
上
下
に
激
し

く
動
く
。
棒
振
り
が
獅
子
に
向
か
っ
て
、

一
撃
を
振
り
下
ろ
し
た
瞬
間
、
静
寂
が
広

が
り
ま
し
た
。
そ
の
光
景
に
魅
了
さ
れ
た

観
衆
か
ら
は
多
く
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

　
演
舞
終
了
後
に
は
、
４
町
の
頭
（
か
し

ら
）
が
中
央
で
握
手
を
交
わ
し
、
成
功
の

喜
び
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
ま
さ

に
「
地
域
の
和
」
を
感
じ
さ
せ
る
場
面
で

し
た
。

【
囃は

や

子し

復
活
！
】

　
約
40
年
ぶ
り
に
本
町
１
丁
目
の
囃
子
が

復
活
し
ま
し
た
。
昨
年
夏
、「
お
囃
子
同
好

会
」
の
形
で
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
の

こ
と
。
た
だ
、
当
初
は
“
復
活
”
は
全
く
意

識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。し
か
し
、

譜
面
が
で
き
、
練
習
回
数
が
増
え
て
い
っ

た
こ
と
で
次
第
に
意
識
が
か
わ
り
、
今
年
夏

に
全
楽
器
が
揃
っ
た
事
で
本
格
的
に“
復
活
”

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
本
来
、
獅
子
舞
に
は
女
性
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
年
は
囃
子
に
女
性
も
参

加
し
た
こ
と
で
、
い
つ
も
以
上
に
祭
り
が
華

や
ぎ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
人
は
「
正
直
こ
こ
ま
で
で
き
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。“
復
活
”
は
大
変
う

れ
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
継
承
し
て
い
く
の
が

大
変
」
と
先
を
見
据
え
て
話
し
ま
し
た
。

【
伝
統
受
け
継
ぐ
野
菜
み
こ
し
】

　
毎
年
、
本
町
２
丁
目
の
「
豊
年
野
菜
神み

輿こ
し

保
存
会
」
に
よ
っ
て
巡
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
み
こ
し
は
、
最
上
部
に
稲
穂
で
作
っ

た
鳳ほ

う

凰お
う

を
す
え
、
装
飾
に
野
菜
を
使
っ
た

全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。
製
作
期

間
は
約
２
週
間
。
地
元
の
若
連
中
約
15
人

が
精
を
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
連
中
は
「
伝
統
行
事
で
あ
る

こ
の
祭
り
を
若
い
も
の
が
率
先
し
て
動
く

事
で
、
誰
で
も
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

  ―

伝
統
の
本
町
秋
祭
り
４
町
「
あ
わ
せ
」―

は
や

〝
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
に
あ
わ
せ
て
、
獅
子
が
舞
う
〟

〝
野
菜
み
こ
し
が
勇
壮
に
練
り
歩
く
〟

1

2

3 4

①�緊張した面持ちのお囃子。
②�獅子に対し勢いよく詰め寄
る棒振り
③�獅子殺しの剣舞を演じる剣
士たち
④�伝統の重みを感じる野菜み
こし
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　小林家の長女・美智子さんが、８月に海外派遣団の一員
として、ギズボーン市を訪れました。そのホームステイで
お世話になったリシャーン・トティさん（16）が来るとあっ
て、ホストファミリーを決意。「英語は苦手だし、夫は県
外に単身赴任中だし、不安ばかりでした」と、妻の圭子さ
んは語ります。それでも、夕食で刺身を出したり、着物
を着せてあげたりと日本文化をたっぷり提供した小林家。

「ニュージーランドは行ってみたい国の１つでしたが、そ
の思いがさらに強くなりました」と姉妹都市へのあこがれ
が膨らんだようでした。

　町と姉妹都市提携 20周年を迎えたニュージーランド・ギズボーン市。
８月に町の訪問団がギズボーン市を訪れた興奮も冷めやらぬうちに、リト
ン・ハイスクールの生徒たちが、町にやってきました。

　学校訪問などを通して、お互いの
文化や語学を学ぶ「学生友好訪問
団」。９回目の受け入れとなる今年
は、９月 26 日から 29 日までの４日
間、ギズボーン市から 19 人の生徒
が町を訪れました。
　訪れた生徒たちは、13 家庭にホー
ムステイしながら、日本の日常生
活を体験しました。町内では、野々
市・布水両中学校で授業や部活に参
加したり、ふるさと歴史館で勾玉作
り体験をしたりしました。

20 年目のようこそ野々市
20th anniversary,Wellcome to Nonoichi

　27 日の町長表敬訪問では、１カ
月前に粟町長がギズボーン市を訪
問したばかりということもあり、和
やかな雰囲気で、「キオラ！」とあ
いさつが交わされました。また、粟
町長が引率者のリトン・ハイスクー
ルのジム・コーダー校長に、記念品
としてひょうたん工芸作品を贈り
ました。
　学校で日本語を学んでいるという
リトン・ハイスクールの生徒たちで
したが、たくさんの日本人に囲まれ

て、少し緊張気味。それでも、喜多
家や金沢学院東高校の相撲部の見
学、太鼓体験などで日本文化に触れ
ると、途端に目が輝いていました。
リトン ･ ハイスクールの生徒たち
は、野々市町で新しい世界に触れ、
たくましく成長したようです。

※次回 12 月の訪問団を受け入れる
ホストファミリーを募集していま
す。詳しくは、今月号のお知らせ版
１ページをご覧ください。

①野々市中での書道体験②御経
塚遺跡の前で記念撮影③町長訪
問では記念品を制作した北川実
さん（上林）も同席④太鼓の里
資料館（白山市）を見学⑤情報
交流館カメリアでの交歓会⑥金
沢学院東高で土俵を囲んで⑦喜
多家の灰型に興味津々⑧対面式
では、再開を喜び抱き合う姿も

ホストファミリー　小林さん一家（上林）

1

2 3

4 5 6

7 8
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60
歳
以
上
の
〝
ト
ビ
ウ
オ
〟
た
ち
が
大
集
合

　

石
川
の
秋
を
笑
顔
で
彩
っ
た
、
第
23
回

全
国
健
康
福
祉
祭
い
し
か
わ
大
会
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２
０
１
０
」。
町
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
は
水
泳
交
流
大
会
が

行
わ
れ
、
選
手
・
観
客
・
運
営
延
べ
１
，

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
人
生
の
年
輪
を
重
ね
、

豊
か
な
知
識
と
経
験
を
重
ね
た
人
た
ち
を

中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
福
祉
な

ど
の
総
合
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
世

代
間
や
地
域
間
の
交
流
を
深
め
、
ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
光

る
汗
！
輝
く
い
し
か
わ　

笑
顔
の
輪
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
参
加
者
や
大
会
関
係
者

は
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た

先
に
は
、
励
ま

し
あ
っ
た
笑
顔

の
輪
が
あ
り
ま

し
た
。

◆
県
外
選
手

山
本
晃
代
さ
ん

（
長
崎
県
代
表
）

　

息
子
夫
婦
と
孫
が
、
名
古
屋
市
か
ら
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
お
互
い

遠
く
に
住
ん
で
い
て
な
か
な
か
会
え
な
い

の
で
、
大
会
を
機
に
野
々
市
で
会
え
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

◆
応
援
席

牧
野
茂
子
さ
ん
（
福
井
県
）

　

主
人
が
出
場
す
る
の
で
、
子
ど
も
夫
婦

と
孫
の
総
勢
７
人
で
福
井
県
か
ら
応
援
に

来
ま
し
た
。
主
人
は
全
国
大
会
が
始
め
て

な
の
で
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、

３
位
入
賞
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

◆
大
会
運
営

高
木
直
喜　

県
水
泳
協
会
常
務
理
事

（
本
町
１
丁
目
）

　

町
で
は
約
20
年
ぶ
り
の
全
国
規
模
の
水

泳
大
会
と
あ
っ
て
、
運
営
に
つ
い
て
念
入

り
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

想
定
外
の
ト
ラ
ブ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
臨
機
応
変

な
行
動
で
大
会
が
滞
る
こ
と
な
く
進
行
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
も
う
少
し
町
内
外

か
ら
応
援
に
来
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

①いざスタート！緊張の一瞬② 50ｍ背泳ぎに出場する岩川さ
ん③ 87歳の稲吉さん（三重県）と 85歳の藤田さん（島根県）
に最高齢者賞が贈られました④男女混合メドレーリレーでは
応援も最高潮⑤金沢工業大学の協力を得て、選手控え所では
大会を大画面で生中継

1 2

3

4

5



◆
ゲ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

山
中
毅
さ
ん
（
輪
島
市
出
身
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
）

　
参
加
者
が
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
し
て

い
て
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
の
大
会
で
し

た
。
現
在
の
高
齢
者
は
運
動
不
足
ぎ
み
で

寝
た
き
り
に
な
る
人
が
多
い
な
か
、
選
手

の
皆
さ
ん
は
本
当
に
健
康
で
素
晴
ら
し

い
。
高
齢
者
が
、
自
分
の
体
を
自
分
の
意

思
で
動
か
す
た
め
に
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

で
体
を
鍛
え
る
こ
と
が
必
要
。
私
に
と
っ

て
、健
康
の
も
と
は
も
ち
ろ
ん
水
泳
で
す
。

一
年
で
も
長
く
泳
げ
る
よ
う
に
、
お
互
い

元
気
で
い
ま
し
ょ
う
。

 

田
渡
さ
ん
が
優
勝

　
水
泳
交
流
大
会
に
は
、
町
か
ら
２
人
の

選
手
が
出
場
。
こ
の
う
ち
田
渡
定
夫
さ
ん

（
矢
作
１
丁
目
）
は
、
男
子
50
ｍ
自
由
形

60
～
64
歳
の
部
で
優
勝
。
25
ｍ
自
由
形
で

も
準
優
勝
を
果
た
し
、
地
元
開
催
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

　「
隣
の
コ
ー
ス
に
は
、
全
国
大
会
で
何

度
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
名
古
屋
市
の
選

手
。
今
年
の
夏
の
大
会
で
は
負
け
て
い
た

の
で
絶
対
の
自
信
は
な
か
っ
た
。
レ
ー
ス

は
接
戦
で
、
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
ど
っ
ち
が

勝
っ
た
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
話
す
田

渡
さ
ん
。
タ
イ
ム
を
見
る
と
２
位
の
選
手

と
は
、
わ
ず
か
０
．
１
３
秒
差
。
タ
ッ
チ

ど
こ
ろ
か
、
爪
の
差
と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ

ろ
う
か
。「
野
々
市
で
勝
て
て
本
当
に
う

れ
し
い
。
地
元
の
応
援
で
パ
ワ
ー
を
も
ら

い
ま
し
た
」
と
、
金
メ
ダ
ル
を
手
に
笑
顔

で
勝
利
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

岩
川
さ
ん
も
奮
闘

　
女
子
50
ｍ
と
25
ｍ
背
泳
ぎ
70
～
74
歳
の

部
に
出
場
し
た
岩
川
他
美
さ
ん（
藤
平
田
）

は
、
両
競
技
と
も
３
位
入
賞
。「
３
年
前

に
腰
を
痛
め
て
久
し
ぶ
り
の
復
帰
戦
で
し

た
。
全
盛
期
よ
り
タ
イ
ム
が
10
秒
も
落
ち

ま
し
た
よ
。
今
回
０
．
５
秒
短
縮
の
た
め

に
、ク
イ
ッ
ク
タ
ー
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

や
れ
る
こ
と
は
全
て
や
っ
た
の
で
、
悔
い

は
な
い
で
す
」。
挑
み
続
け
る
精
神
で
、

有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

優勝が確定して笑顔がこぼれる田渡さん

ねんりんピック石川2010

水泳交流大会 10月 10日（日）曇時々雨
11日（月）晴

ねんりんピック石川 2010　町内選手の成績
名前 住所 出場種目 結果　※【】はチーム名

橘　　里志 扇が丘 ソフトテニス 団体戦【石川C】　出場
吉田　吉信 三納 ソフトボール（引率）【石川県A】　ベスト 16
高畠　和子 末松 マラソン 女子 70歳未満５キロ　出場
岩𥔎千穗子 本町１丁目 グラウンドゴルフ 個人女子　出場
市本　仁子 稲荷２丁目

ソフトバレー
（市本さんは監督）

【スタークラブ白山】第１位グループ
ブロック５　優勝大川百合子 押越２丁目

徳田千代子 御経塚３丁目
小堀　裕子 太平寺２丁目 【FIRE・CROSS石川】第１位グルー

プ　ブロック２　準優勝蒲生　英子 新庄４丁目
素谷　富雄 粟田５丁目 サッカー 【石川シニア60A】　Bブロック　出場
高谷進二郎 太平寺１丁目 【石川シニア 60B】　I ブロック�　優勝
中村　　脩 扇が丘 ダンス 団体戦　出場中村　睦子 扇が丘
黒田　謙正 御経塚３丁目 マレットゴルフ 正式選手男子　出場
藤野美千代 稲荷２丁目 かるた 団体戦【石川県D】　Cブロック　３位
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今
年
で
29
回
目
を
数
え
る
、「
野
々
市

じ
ょ
ん
か
ら
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」。
毎

年
多
く
の
選
手
が
県
内
外
か
ら
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

例
年
よ
り
訪
れ
が
遅
か
っ
た
秋
風
に
背
中

を
押
さ
れ
、
今
年
は
１
，
１
１
９
人
が
完

走
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
し
た
先
に
は
、
秋
の
光
に
包
ま

れ
た
挑
戦
者
の
輝
き
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
優
勝
者

第
１
部
　
10
㎞
男
子
29
歳
以
下

金
丸
聡
寛
さ
ん
（
高
橋
町
）

―

今
回
、
参
加
を
き
め
た
き
っ
か
け
は
　

　
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
参
加
な
ん

で
す
が
、
前
回
は
２
着
で
悔
し
い
思
い
を

し
た
の
で･･･

、
リ
ベ
ン
ジ
と
い
う
気
持

ち
で
。
し
か
も
今
回
は
体
調
も
よ
く
て
練

習
で
は
自
分
な
り
に
満
足
い
く
タ
イ
ム
が

出
て
い
た
の
で
、
本
番
で
も
い
い
タ
イ
ム

（
32
分
台
前
半
）
が
出
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

―

ど
の
く
ら
い
練
習
し
ま
し
た
か

　
週
に
５
日
ぐ
ら
い
自
主
練
と
し
て
走
っ

て
ま
し
た
。
後
、
週
に
１
、２
回
は
昨
年

設
立
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｉ

ｓ
ｈ
）
で
練
習
し
て
ま
し
た
。

―

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
の
は
い
つ
で
す
か

　
高
校
３
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
走
る
こ
と
に

興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
駅
伝
と
か

に
出
た
り
し
ま
し
た
。
今
は
趣
味
と
し
て

走
っ
て
ま
す
。

―

走
り
終
え
て
の
感
想
は

　
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
で
き
た
こ
と
は
素
直

に
う
れ
し
い
で
す
が
、
目
標
タ
イ
ム
に
は

お
よ
ば
な
か
っ
た
の
で
、
く
や
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
途
中
コ
ー
ス
を
少

し
間
違
え
て
し
ま
っ
て･･･

あ
れ
で
焦
っ

て
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
い

い
調
子
で
き
て
い
た
の
に
残
念
で
す
。
ま

た
次
回
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

じ
ょ
ん
か
ら
の
里
を
駆
け
抜
け
た

挑
戦
者
た
ち

第29回じょんからの里

マラソン大会 10月 17日（日）
晴
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◆
親
子
で
参
加

フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
　

赤
田
博
司
さ
ん
、
ま
こ
ち
ゃ
ん
親
子

（
太
平
寺
３
丁
目
）

―

今
回
、
参
加
を
き
め
た
き
っ
か
け
は

　
今
回
が
２
回
目
の
参
加
で
す
。
以
前
、

お
姉
ち
ゃ
ん
が
参
加
し
た
の
で
、
今
回
は

妹
の
ま
こ
も
参
加
さ
せ
て
み
よ
う
か
と

思
っ
て
一
緒
に
走
り
ま
し
た
。

―

走
り
終
え
て
の
感
想
は

　
昨
日
、
練
習
で
走
っ
た
よ
り
今
日
の
方

が
早
く
走
れ
ま
し
た
。楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
博
司
さ
ん
）　
疲
れ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ

た
。（
ま
こ
ち
ゃ
ん
）

◆
町
外
か
ら
の
参
加
者

第
４
部
10
㎞
女
子
共
通
　
優
勝

吉
田
詩
子
さ
ん
（
白
山
市
）

―

参
加
は
何
回
目
で
す
か

　
10
回
以
上
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

走
っ
た
後
に
食
べ
る
じ
ょ
ん
か
ら
鍋
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
抽
選
会

も
、
ほ
か
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
な
い

野
々
市
だ
け
の
催
し
で
良
い
で
す
よ
ね
。

―

野
々
市
で
走
る
魅
力
は

　
広
く
て
整
備
さ
れ
た
道
路
が
コ
ー
ス
な

の
で
、気
持
ち
良
く
走
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

一般の部 10キロ 一般の部５キロ
順位 氏名 市町 順位 氏名 市町

第１部
男子
29歳
以下

1 金丸　聡寛 野々市町

第５部
男子
39歳
以下

1 下川　義博 坂井市
2 音　信之介 金沢市 2 有田　雅紀 金沢市
3 町田　宜人 小松市 3 喜多　達也 金沢市
4 岡田　祐亮 加賀市 4 西村　裕之 野々市町
5 浅井圭一郎 野々市町 5 林　　光弘 白山市
6 坂本　貴芳 金沢市 6 奥野　哲平 金沢市

第２部
男子
30～
39歳

1 﨑出　　光 穴水町

第６部
男子
40～
59歳

1 米谷　　誠 金沢市
2 本間　貴幸 白山市 2 西野　直哉 小松市
3 岡島　憲孝 金沢市 3 高橋　　達 金沢市
4 小杉　哲正 野々市町 4 中野　善人 金沢市
5 内田　典夫 金沢市 5 吉田　　諭 加賀市
6 北川　昌秀 金沢市 6 松山　和能 津幡町

第３部
男子
40歳
以上

1 森田　達也 穴水町

第７部
男子
60歳
以上

1 南　　且司 能美市
2 原　　好治 白山市 2 紺谷　繁次 かほく市
3 加藤　一実 金沢市 3 木下　　廣 金沢市
4 新出　光男 珠洲市 4 井村　誠治 白山市
5 飴山　敏克 小松市 5 西川　　衛 白山市
6 山寺　信昭 白山市 6 三宅　正憲 白山市

第４部
女子
共通

1 吉田　詩子 白山市

第８部
女子
34歳
以下

1 中田　　忍 金沢市
2 川畑　京子 野々市町 2 浅生　友美 野々市町
3 松村　美奈 金沢市 3 北川　真琴 金沢市
4 舟瀬美知代 白山市 4 大谷　　茜 川北町
5 山下富志子 野々市町 5 山田　彩子 金沢市
6 岡田まさみ かほく市 6 三輪あすか 金沢市

第９部
女子
35歳
以上

1 中田　　愛 白山市
2 奥谷　明子 白山市
3 宮崎　　円 金沢市
4 西　　みか 野々市町
5 屋舗　歌世 白山市
6 新屋麻里子 金沢市

第 29 回野々市じょんからの里マラソン大会成績表

■大会新記録
第７部　南　且司　18分 10秒

↑開会式で選手宣誓をする山口智さん（三納）

小学生男子の部２キロ 中学生男子の部３キロ
順位 氏名 所属 順位 氏名 所属
1 道中　将浩 野々市ミニバス 1 中村　貴生 野々市陸上
2 宮岸　里空 菅原ミニバス 2 畠山　凌一 布水陸上
3 的場　翔大 野々市学童野球 3 髙﨑　陽介 布水陸上
4 服部　　要 御園学童野球 4 坂口　真心 野々市水泳
5 中藪　　柊 館野ミニバス 5 岩田　大輝 布水陸上
6 田中　祐貴 菅原ミニバス 6 吉田　　峻 布水陸上
7 丸田　悠斗 菅原サッカー 7 永江　経陽 布水陸上
8 塚村　慶太 野々市サッカー 8 髙田賢太郎 野々市バスケ
9 下濱　永遠 野々市ミニバス 9 石尾　悠太 布水陸上
10 中川　海斗 野々市ミニバス 10 坂下　飛翔 布水サッカー

小学生女子の部２キロ 中学生女子の部３キロ
順位 氏名 所属 順位 氏名 所属
1 中田　玲美 野々市ミニバス 1 吉本　有沙 布水陸上
2 中瀬　桃那 御園ミニバス 2 北又　莉来 布水バスケ
3 清水　未蘭 御園ミニバス 3 岡野莉里香 布水陸上
4 佐々木里菜 野々市ミニバス 4 長松　優果 布水陸上
5 中田　侑里 野々市ミニバス 5 北野　朱音 布水バスケ
6 堀越　伊代 御園ミニバス 6 横山しおん 布水バスケ
7 新田　沙映 御園ミニバス 7 若狭日奈子 布水陸上
8 近藤　菜月 御園ミニバス 8 中田　早紀 布水陸上
9 津田美由季 御園ミニバス 9 中井　　翠 布水陸上
10 中内亜弥佳 御園ミニバス 10 太磨　静香 野々市バスケ
トリムジョギングの部 3.1 キロ
順位 氏名 市町
1 後藤　勝也 野々市町
2 杉原　信 金沢市
3 戸田　克己 野々市町
4 安田　賢次 川北町
5 宗　錦司 野々市町
6 糀　高晴 白山市

5 中藪　　柊 館野ミニバス 5 岩田　大輝 布水陸上
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宝くじ普及広報事業

子どもも大人もみんなが
頑張った運動会。開会

式では降っていた小雨も、プ
ログラムが進むにつれ、参加
者の熱気で吹き飛びました。
　額に走る汗は、勝ち負けに
こだわり、我を忘れて競った
証し。ゴールした先には、力
を合わせたみんなの絆があり
ました。

小型消防ポンプなどの
消防用機材購入

　㈶自治総合センターの
補助金により、三納自警
団は、作業服や消防ホー
スなどを購入しました。
　自警団は購入した資機
材で日夜訓練に励み、火
災などの災害発生に備え
ています。

太鼓・三味線などの
獅子舞道具購入

　㈶自治総合センターの
補助金により、本町１丁
目町内会は、獅子舞で使
用する三味線などの和楽
器や、衣装の新調を行い
ました。
　町内会は 10 月 10 日㈰
に行われた秋祭りで、新
調した楽器などを披露し
ました。

幼年消防クラブ用の
鼓笛隊セット購入

　㈶日本防火協会の補助
金により、粟田保育園幼
年消防クラブが鼓笛隊で
使用する大太鼓・小太鼓
や衣装などを購入しまし
た。
　今後は、保育園の防火
イベントの演奏で披露す
る予定です。

着物・太鼓・笛などの
じょんから道具購入

　㈶自治総合センターの
補助金により、上林・郷
土民謡保存会は、踊りや
囃
はや

子
し

で使用する着物や、
和楽器などを購入しまし
た。
　今年の野々市じょんか
らまつりで披露しました。

地区運動会
10月３日（日）曇一時雨

富奥　水くみ競走

本町　綱引き 郷　玉入れ（幼児）

押野　親子二人三脚

地　区 本　町 富　奥 郷 押　野

優　勝 扇が丘 粟田 堀内 丸木

準優勝 本町６丁目 新庄
１・２丁目

二日市
長池 あやめ

３　位 横宮 清金
清金３丁目

堀内新
三日市
三日市新

野代
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可
決
さ
れ
た
議
案

平
成
��
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

６
億
７
７
５
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
１
７
１
億
６
，
７
７
５
万
１
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

土
地
開
発
基
金
へ
の
積
立
金
、

い
し
か
わ
子
育
て
支
援
施
設
等
活
動
助
成
事
業
、

消
防
団
格
納
庫
や
防
災
拠
点
整
備
に
係
る
用
地

取
得
・
整
備
費
、
住
環
境
整
備
事
業
の
広
場
整

備
工
事
費
、
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
に
係
る

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
費
な
ど
の
所
要
額
。

平
成
��
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

１
，
８
４
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
39
億
３
，
９
４
８
万
６
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

保
険
給
付
費
の
増
額
、
保
健
事

業
費
の
保
健
活
動
費
及
び
新
規
に
実
施
す
る
歯

科
健
康
管
理
事
業
に
係
る
所
要
額
。

平
成
��
年
度
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

８
６
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

８
７
１
万
７
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

繰
越
金
を
財
源
と
し
、
前
年
度

平
成
22
年
第
３
回
町
議
会　

９
月
定
例
会

議
案
17
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。 議
会
だ
よ
り

の
支
払
基
金
医
療
費
交
付
金
、
国
庫
負
担
金
、

県
負
担
金
の
精
算
に
伴
う
返
還
金
の
所
要
額
。

平
成
��
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

６
３
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

17
億
７
，
６
３
３
万
３
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
な
ど
の
所
要
額
。

平
成
��
年
度
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

■
資
本
的
収
支

資
本
的
支
出
に
お
い
て
１
，
８
１
０
万
円
を
追

加
し
、
収
益
的
収
支
お
よ
び
資
本
的
支
出
の
合

計
額
を
13
億
５
１
０
万
円
と
す
る
。
資
本
的
収

支
で
不
足
す
る
４
億
８
，
５
１
０
万
円
は
損
益

勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
す
る
。

■
主
な
内
訳　

水
菅
橋
の
架
け
替
え
な
ど
の
設

備
更
新
の
た
め
の
所
要
額
。

平
成
�1
年
度
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入　

１
４
８
億
４
，５
０
７
万
７
，１
６
７
円

歳
出　

１
４
５
億
４
，７
３
５
万
５
，１
９
６
円

繰
越
明
許
財
源　
１
億
８
８
３
万
５
，７
７
９
円

実
質
収
支　

１
億
８
，８
８
８
万
６
，１
９
２
円

平
成
�1
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

歳
入　

39
億
９
，
８
７
６
万
６
，
８
７
４
円

歳
出　

39
億
４
，
０
１
８
万
８
，
２
８
５
円

実
質
収
支　

５
，
８
５
７
万
８
，
５
８
９
円

平
成
�1
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

歳
入　

３
億
２
，
８
５
８
万
２
，
９
１
２
円

歳
出　

３
億
２
，
８
０
４
万
６
，
３
５
５
円

実
質
収
支　

53
万
６
，
５
５
７
円

平
成
�1
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

歳
入　

１
，
４
８
０
万
５
９
３
円

歳
出　

６
１
８
万
３
，
９
２
６
円

実
質
収
支　

８
６
１
万
６
，
６
６
７
円

平
成
�1
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

歳
入　

16
億
８
，
０
１
７
万
４
，
９
６
０
円

歳
出　

16
億
７
，
５
５
７
万
９
，
２
２
４
円

実
質
収
支　

４
５
９
万
５
，
７
３
６
円

平
成
�1
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

歳
入　

20
億
３
，
９
５
３
万
６
，
４
２
５
円

歳
出　

20
億
２
，
３
９
３
万
２
，
０
５
３
円

実
質
収
支　

１
，
５
６
０
万
４
，
３
７
２
円

平
成
�1
年
度
町
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

■
収
益
的
収
支

収
入　

７
億
５
，
７
１
６
万
５
３
４
円

支
出　

７
億
４
，
０
０
８
万
１
，
５
１
６
円

収
支
差
引
か
ら
消
費
税
、
地
方
消
費
税
を
差
し

引
い
た
純
利
益
は
、
３
０
１
万
６
，
６
６
５
円

と
な
る
。

■
資
本
的
収
支

収
入　

１
億
１
，
９
０
８
万
６
０
０
円

支
出　

５
億
１
，
９
１
７
万
９
，
３
４
８
円

不
足
す
る
４
億
９
万
８
，
７
４
８
円
は
損
益
勘

定
留
保
資
金
な
ど
か
ら
補
て
ん
し
た
。

行
政
区
域
を
越
え
る
道
路
認
定
に
係
る
承
諾

北
陸
新
幹
線
建
設
に
よ
る
白
山
市
横
江
町
地
内

の
市
道
付
け
替
え
の
際
に
、
当
町
の
郷
用
水
に

架
橋
し
た
た
め
、
当
該
路
線
を
白
山
市
道
と
し

て
認
定
す
る
。

白
山
市
・
野
々
市
町
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
施
設
の
一
部
を
借
り

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
執
務
場
所

を
移
転
す
る
。

町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

北
村　

正
樹
氏
（
押
野
１
丁
目
）
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
。

町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

荻
野　

直
子
氏
（
太
平
寺
２
丁
目
）
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
。

松
野　

勝
夫
氏
（
三
日
市
町
）
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
す
る
。
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一
般
質
問

町
政
全
般
に
わ
た
り
野
村
、
大
東
、
北
村
、
尾
西
、
村
本
、
岩
見
議
員
の
６
名
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
問
者
と
質
問
、
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

野
村 

満　

議
員

「
の
っ
テ
ィ
」
三
代
目
は
、
初
代
の
よ

う
な
愛あ

い

嬌き
ょ
うの

あ
る
形
に
し
て
ほ
し
い
。

汎は
ん

用よ
う

車
体
で
は
「
野
々
市
ら
し
さ
」
に
乏
し

い
と
感
じ
る
。「
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ブ
リ
」
か
ら

ア
イ
デ
ィ
ア
も
い
た
だ
き
、
野
々
市
の
発
信

に
つ
な
げ
て
み
な
い
か
。

昨
年
の
車
両
更
新
の
際
に
ボ
ン
ネ
ッ

ト
型
を
検
討
し
た
が
、
費
用
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
車
両
形
状
が
多
少
変
更
し
て

も
「
の
っ
テ
ィ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ラ
ッ
ピ

ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
今
の
車
両
に
し
た
。
ま
た
、
乗
車
定

員
を
19
人
か
ら
30
人
に
増
や
し
、
雪
道
に
も
強

い
車
両
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人

が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。
次
の

更
新
時
に
は
民
間
活
力
の
利
用
検
討
を
含
め
、

「
の
っ
テ
ィ
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
さ
ら
な
る
展

開
を
図
り
、「
野
々
市
ら
し
さ
」
の
発
信
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

将
来
の
展
望
に
つ
い
て

将
来
の
人
口
を
何
人
と
見
込
む
の
か
。

ま
た
、
今
後
も
人
口
増
を
目
的
と
し

Ｑ

た
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
拡
大
方
針
を

維
持
す
る
の
か
。

次
期
総
合
計
画
満
了
年
度
（
平
成
33
年

度
）
の
目
標
人
口
を
５
万
４
千
人
に
設

定
し
て
い
る
。
土
地
利
用
の
方
針
で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
定
住
化
を
目
的
と
し
た
既
成
市

街
地
の
質
的
向
上
や
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
、

将
来
人
口
増
加
に
見
合
う
計
画
的
な
市
街
地
の

整
備
を
進
め
、
周
辺
優
良
農
地
と
の
均
衡
が
と

れ
た
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
公
共
交
通
の
充
実
を
初
め
と
す
る
低
酸
素

社
会
の
構
築
に
向
け
た
集
約
型
都
市
構
造
の
実

現
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

お
年
寄
り
と
そ
の
住
宅
管
理
に
つ
い
て

町
内
の
お
年
寄
り
の
見
守
り
や
空
き

家
を
個
人
の
責
任
と
放
置
し
な
い
で
、

行
政
と
住
民
の
協
働
で
世
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

町
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
登
録
制
度
が
あ
る
。

登
録
す
れ
ば
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

訪
問
し
、
緊
急
通
報
や
、
配
食
な
ど
に
よ
る
安

否
確
認
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
り
、
民
生
委
員

が
見
守
り
訪
問
し
た
り
し
て
い
る
。
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
統
計
デ
ー
タ
と
し
て
把
握
は
し
て

い
る
が
、
実
際
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
認
知
症
の
人
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
行
政
と
地
域
住
民
協

働
に
よ
る
見
守
り
支
援
体
制
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
変
重
要
だ
と
考

え
る
。

街
づ
く
り
に
つ
い
て

加
賀
平
野
の
自
然
を
生
か
し
、
緑
や

七
ヶ
用
水
が
も
っ
と
目
に
見
え
る
地

域
づ
く
り
に
す
べ
き
で
あ
る
。
建
設
工
事
に

工
夫
を
凝
ら
し
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
大

事
と
思
う
が
い
か
が
か
。

近
年
で
は
道
路
の
有
効
利
用
や
事
故

防
止
の
た
め
水
路
に
ふ
た
を
か
け
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
末
松
ガ
ー
デ
ン
ア
イ
ル

の
一
部
に
自
然
環
境
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
水
路
を

整
備
し
た
り
、
中
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、
公
園
内
に
せ
せ
ら
ぎ
を
創
設
す
る
な
ど
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
都
市
基
盤
整
備

や
既
存
水
路
の
改
修
整
備
を
行
う
場
合
、
地
元

の
意
見
や
理
解
を
十
分
得
な
が
ら
、
地
域
資
源

や
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

た
い
。

ＡＱ

ＡＱＡ

Ｑ

Ａ

不
育
症
に
助
成
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か

大
東 

和
美　

議
員

妊
娠
と
流
産
・
死
産
を
繰
り
返
す
不

育
症
に
悩
む
人
が
全
国
で
約
８
万
人

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
不
育
症
の
検
査
、
治

療
費
は
保
険
適
用
の
も
の
も
あ
る
が
、
自
由

診
療
で
負
担
も
大
き
い
。
地
方
都
市
に
は
専

門
医
も
い
な
い
が
、
適
切
な
治
療
が
で
き
れ

ば
８
割
以
上
が
出
産
可
能
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
当
町
の
不
育
症
の
周
知
徹
底
、

助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

不
育
症
の
原
因
や
検
査
、
治
療
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
有
効
性
や
安
全

性
が
十
分
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
部

の
治
療
し
か
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
不
育
症
に
つ
い
て
の
認
知
度
も
低
く
、
県

内
に
お
け
る
専
門
医
や
医
療
機
関
な
ど
の
医
療

体
制
も
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
確

立
さ
れ
て
い
な
い
検
査
や
治
療
費
の
助
成
は
難

し
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
町
独
自
の
助
成
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。

町
営
住
宅
入
居
条
件
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
条

件
を
提
案
す
る
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
住
宅
を
必
要

と
す
る
人
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
入
居
で
き

る
よ
う
、
入
居
条
件
の
制
限
や
、
入
居
期
限
を

つ
け
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
関
係
法
令

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

子
ど
も
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
子

ど
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
未
来
の
町

ＱＡ

ＱＡＱ
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の
姿
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
作
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
議
会
は
教
育
上
の
効
果
が
期

待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
自

治
体
の
実
施
状
況
に
よ
る
と
、
特
定
の
子
ど
も

が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
に
な
り
が
ち

で
、
子
ど
も
全
体
の
意
見
の
縮
図
に
な
り
に
く

い
よ
う
で
あ
る
。
大
人
、子
ど
も
の
区
別
な
く
、

ど
の
年
代
の
意
見
も
聞
け
る
よ
う
、
行
政
運
営

上
の
方
策
を
取
っ
て
行
き
た
い
。

ジ
ブ
リ
映
画
「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ

エ
ッ
テ
ィ
」
の
監
督
、「
野
々
市
町
粟

田
出
身
」
誕
生
を
も
っ
と
生
か
し
て
は
ど
う

か
。
た
と
え
ば
、
椿
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
カ
ー
ド
の
イ
ラ
ス
ト

を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

米
林
監
督
や
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
と
の

関
係
を
構
築
す
べ
く
、
７
月
に
米
林
監

督
、
鈴
木
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
庁
舎
に
招
き
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
協
力
を
求
め

た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
カ
ー
ド
の
図
案
依
頼

で
あ
る
が
、
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
伝
統

や
関
係
者
の
思
い
を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ｐ
Ｒ
や

集
客
な
ど
に
特
段
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
事
業

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

粟
町
長
の
４
年
間
の
政
策
実
現
度
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
。
一
番
う
れ
し
い

政
策
は
何
か
。

先
の
町
長
選
挙
で
は
「
住
ん
で
良
か
っ

た
と
言
え
る
５
万
人
市
制
の
実
現
に

向
け
て
」
を
公
約
に
、
新
・
野
々
市
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
掲
げ
た
。
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
が
、

５
万
人
市
制
の
実
現
に
向
け
て
職
員
、
議
会
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
、
こ
の
状
況
が
な
に
よ
り
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
る
。
市
制
施
行
を
意
識
し
た
個
性

的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
公
平

で
安
心
な
高
齢
化
社
会
、
少
子
化
対
策
や
教
育

関
連
施
策
の
推
進
を
重
点
と
し
、
土
地
区
画
整

理
事
業
や
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の
都
市
基
盤

整
備
に
も
積
極
的
に
事
業
を
展
開
さ
せ
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
市
制
実
現
に
向
け
た
、
あ
る

い
は
市
制
の
充
実
に
つ
な
が
る
施
策
に
対
し

て
、
選
択
と
重
点
化
を
図
り
な
が
ら
着
実
に
実

現
で
き
る
よ
う
最
大
限
努
め
て
い
き
た
い
。

ＡＱＡ

ＱＡ

市
制
施
行
を
期
に
人
口
定
住
化
策
を
策
定
せ
よ

北
村 

成
人　

議
員

こ
の
10
月
１
日
は
国
勢
調
査
の
期
日

で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
市
制
実
現
の

一
里
塚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
遺
漏
な

き
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
い
か
な

る
場
合
も
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
が
行
政

の
要よ

う

諦て
い

で
あ
る
が
、
市
制
施
行
を
前
提
と
し

た
中
で
、
平
成
��
年
度
予
算
編
成
に
向
け
更

な
る
夢
と
活
力
、
そ
し
て
野
々
市
に
住
む
幸

せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
記
念
事
業
と
し
て

人
口
定
住
化
策
の
策
定
を
提
案
す
る
。
当
町

の
人
口
動
態
、
特
に
社
会
動
態
は
毎
年
３
千

人
強
の
転
出
入
が
あ
り
、
仕
事
以
外
で
町
内

の
ア
パ
ー
ト
か
ら
町
外
戸
建
て
へ
の
転
出
も

多
い
。
昨
年
1�
月
、
国
の
住
宅
取
得
等
資
金

の
税
制
改
正
に
呼
応
す
る
形
で
の
実
施
を
強

く
望
む
。町

独
自
の
減
税
や
減
免
施
策
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
当
町
に
お

い
て
一
定
期
間
新
築
戸
建
て
住
宅
を
構
え
る
個

人
に
対
し
、
税
の
減
免
で
は
な
く
直
接
的
な
新

し
い
支
援
制
度
の
創
設
を
前
向
き
に
考
え
て
い

き
た
い
。

公
共
施
設
改
善
要
望
に
つ
い
て

御
経
塚
第
２
区
画
整
理
地
域
の
町
道

歩
道
部
分
の
劣
化
が
著
し
く
、
歩
行

者
、
特
に
子
ど
も
や
老
人
の
通
行
に
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
。
早
急
な
改
修
に
向
け

取
り
組
み
を
求
め
る
。

以
前
か
ら
地
元
町
内
会
よ
り
改
修
の

要
望
が
あ
り
、
通
行
に
支
障
が
あ
る

個
所
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
応
急
的
な
修
繕
を

行
っ
て
き
た
。
地
区
内
の
歩
道
は
ふ
る
さ
と
の

顔
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
で
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
改
修
に
つ
い
て
は
歩
道
の
設
計
に
携

わ
っ
た
人
た
ち
の
考
え
を
大
切
に
し
た
い
。
歩

道
の
再
整
備
は
現
在
の
歩
道
舗
装
材
を
利
用
し

た
形
で
機
能
や
景
観
を
維
持
し
た
い
。

災
害
時
救
援
協
定
に
つ
い
て

災
害
時
の
救
援
協
定
の
種
類
お
よ
び

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。
特

に
飲
料
食
料
な
ど
、
物
資
供
給
の
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

自
治
体
間
に
お
い
て
、
金
沢
市
、
白
山

市
、
川
北
町
、
愛
知
県
東
浦
町
と
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
警
察
、

北
陸
電
力
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
と
通
信
設
備
の

優
先
利
用
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
、
え
ふ
え

む
エ
ヌ
・
ワ
ン
と
は
災
害
時
に
携
帯
電
話
な
ど

か
ら
え
ふ
え
む
エ
ヌ
・
ワ
ン
の
放
送
に
緊
急
割

り
込
み
放
送
が
で
き
る
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
施
設
の
復
旧
に
関
し
て
、町
管
工
事
組
合
、

町
建
設
業
組
合
、
県
電
気
工
事
工
業
組
合
、
北

陸
電
気
保
安
協
会
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
物
資
面
で
は
野
々
市
農
協
と
食
料

の
供
給
確
保
に
関
す
る
協
力
協
定
を
、
水
に
関

し
て
、
日
本
水
道
協
会
石
川
支
部
を
通
し
て
、

県
内
の
全
自
治
体
と
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。

医
療
救
護
に
つ
い
て
は
白
山
の
の
い
ち
医
師
会

と
、
燃
料
関
係
に
つ
い
て
は
、
県
エ
ル
ピ
ー
ガ

ス
協
会
石
川
支
部
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

Ｑ

ＡＱＡ

ＱＡ

ぬ
く
も
り
あ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て尾西 

雅
代　

議
員

今
、
全
国
で
１
０
０
歳
以
上
の
所
在

不
明
者
が
３
５
０
人
と
の
報
道
が
あ

る
が
、
ま
さ
に
現
代
版
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、
推

理
小
説
の
よ
う
な
現
実
で
あ
る
。
都
会
だ
け

の
問
題
だ
と
思
う
が
、
都
会
型
に
発
展
し
て

い
る
我
が
町
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
�5
歳

Ｑ
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以
上
の
方
の
所
在
確
認
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

９
月
１
日
現
在
、
１
０
０
歳
以
上
で
住

民
票
の
あ
る
人
が
11
人
い
る
。
所
在
確

認
方
法
と
し
て
、
毎
年
敬
老
福
祉
金
を
交
付
す

る
際
に
職
員
が
直
接
自
宅
を
訪
問
し
て
渡
し
て

い
る
。
施
設
、
病
院
な
ど
に
入
っ
て
い
る
場
合

は
、本
人
が
受
給
可
能
で
あ
れ
ば
本
人
に
渡
し
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
家
族
に
渡
し
て
い
る
。
ま

た
、
１
０
０
歳
以
上
の
11
人
の
う
ち
、
９
人
は

介
護
認
定
を
受
け
、
ほ
か
２
人
は
医
療
保
険
を

使
用
し
て
お
り
、
直
近
の
給
付
実
績
か
ら
所
在

確
認
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
77
歳
、
88
歳
、

99
歳
の
人
に
民
生
児
童
委
員
か
ら
敬
老
福
祉
金

を
渡
し
て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
本
人
に
直
接

会
い
、
会
え
な
い
場
合
で
も
所
在
確
認
を
行
う

よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

防
災
時
の
初
動
活
動
は
住
民
相
互
の

自
助
、
共
助
が
第
一
に
求
め
ら
れ
る
。

高
齢
者
の
見
守
り
に
も
個
人
情
報
保
護
の
壁

が
あ
る
と
聞
く
。
そ
こ
で
、
町
民
の
方
々
の

日
ご
ろ
の
熱
意
あ
る
活
動
に
、
行
政
、
自
治

体
が
一
体
と
な
り
、
個
人
情
報
を
悪
用
し
た

場
合
の
罰
則
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
登
録
制
度
が
あ
り
、

登
録
す
る
と
民
生
委
員
が
見
守
り
訪
問
な
ど
し

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
と
地
域
住
民
協
働
に
よ

る
見
守
り
支
援
体
制
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な

ど
の
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
会

福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
支
え
あ
い

マ
ッ
プ
の
作
成
を
町
内
会
の
活
動
の
中
で
広
め

て
い
る
。
な
お
、
民
生
児
童
委
員
は
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
個
人
情
報
保
護

に
関
し
て
、
民
生
委
員
法
第
15
条
で
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

景
気
低
迷
の
折
で
も
、
社
会
保
障
の

充
実
は
町
民
の
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
自
己
責
任
は
何
割
と
考
え
る

か
。
市
制
施
行
の
際
、
人
の
生
命
、
社
会
の

秩
序
が
か
か
っ
て
来
る
。
奥
の
深
い
、
心
あ

る
社
会
福
祉
事
務
所
を
創
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

社
会
保
障
制
度
は
、
本
来
個
人
的
リ
ス

ク
で
あ
る
病
気
、
け
が
、
障
害
、
死

亡
、
失
業
な
ど
生
活
上
の
問
題
を
予
防
し
、
個

人
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
国
や
自
治

体
、
社
会
が
所
得
を
保
障
し
、
医
療
や
介
護
な

ど
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
給
付
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。
社
会
保
障
の
給
付
と
負
担
の
あ
り
方

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
仕
組
み
や

運
営
、
将
来
の
社
会
保
障
給
付
の
規
模
、
そ
れ

を
ま
か
な
う
社
会
保
険
料
お
よ
び
公
費
の
規
模

な
ど
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
答

え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

社
会
福
祉
事
務
所
で
あ
る
が
、
福
祉
六
法
に
定

め
る
援
護
を
行
う
と
い
う
社
会
福
祉
事
務
所
の

趣
旨
に
の
っ
と
り
、生
活
保
護
を
は
じ
め
児
童
、

高
齢
者
、
母
子
、
障
害
福
祉
な
ど
の
総
合
窓
口

と
し
て
常
に
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
必
要
な
援

護
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ ＡＡ

ＱＡ

蒔
絵
の
御
作
品　

庁
舎
に
常
設
展
示
を

村
本 

道
治　

議
員

僥ぎ
ょ
う

倖こ
う

で
あ
り
ま
す
。「
詩
に
興
り　

礼

に
立
ち　

楽
に
な
る
」
が
お
祝
い
の

言
葉
で
す
。
芸
術
文
化
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

我
が
町
に
在
住
の
中
野
孝
一
氏
が
人
間
国
宝

に
な
っ
た
。
市
制
移
行
の
前
の
年
を
飾
る
に

こ
れ
以
上
の
豊
穣
の
出
来
事
は
な
い
。
日
本

を
越
え
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
を

１
点
で
も
常
設
し
て
は
。
本
当
に
暑
か
っ
た

夏
、
中
野
孝
一
氏
、
我
が
町
出
身
の
映
画
監

督
で
あ
る
米
林
宏
昌
氏
の
２
人
か
ら
大
き
な

勇
気
を
い
た
だ
い
た
。
栄
誉
を
た
た
え
る
た

め
に
も
さ
ら
な
る
学
術
文
化
振
興
の
環
境
整

備
の
具
体
策
を
望
む
。

町
で
所
有
し
て
い
る
中
野
氏
の
作
品

を
、
８
月
２
日
か
ら
20
日
間
、
重
要
無

形
文
化
財
答
申
記
念
特
別
展
と
し
て
庁
舎
内
に

展
示
し
た
。
常
設
展
示
に
つ
い
て
は
、
中
野
氏

と
相
談
し
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

町
長
部
局
、
教
育
委
員
会
が
連
携
を
密
に
し
、

芸
術
文
化
の
作
品
を
生
み
出
す
充
実
し
た
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
。

教
育
白
書
「
野
々
市
町
の
教
育
」
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
御
経
塚

遺
跡
出
土
品
４
，
２
１
９
点
は
一
つ
の
場
所

か
ら
の
出
土
品
数
で
は
「
日
本
一
」
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
特
筆
す
る
こ
と
を
載
せ
て

み
て
は
。
白
書
に
い
う
「
家
庭
教
育
の
地
域

ぐ
る
み
の
支
援
」
の
模
範
事
例
な
ど
と
は
。

「
野
々
市
町
の
教
育
」
に
御
経
塚
遺
跡

出
土
品
や
野
々
市
小
学
校
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭

教
育
の
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
で
あ
る
が
、
家
庭

教
育
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
多
く
の
親
が
集
ま

る
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
活
用
し
、
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
町
内
の
保
育
園
や
小
中
学
校
と

連
携
し
、
講
座
や
学
級
を
開
催
し
て
い
る
。
同

時
に
保
護
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
子
育
て
行
事

へ
の
参
加
を
促
す
た
め
、
二
カ
月
ご
と
に
「
の

の
い
ち
子
ど
も
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
、
町

内
の
各
店
舗
や
小
児
科
医
院
な
ど
に
掲
示
し
て

周
知
し
て
い
る
。

姉
妹
都
市
交
流
�0
年
記
念
訪
問
団
の

成
果
は
。
粟
町
長
の
�0
年
ぶ
り
の
ギ

ズ
ボ
ー
ン
市
訪
問
の
印
象
は
。
今
後
の
交
流

に
む
け
た
新
た
な
展
望
は
。
国
内
の
姉
妹
都

市
を
検
討
し
て
は
。

ギ
ズ
ボ
ー
ン
市
に
は
３
泊
４
日
と
い

う
滞
在
期
間
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
と

現
地
の
人
が
お
互
い
の
家
族
、
野
々
市
と
ギ
ズ

ボ
ー
ン
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い

た
。
今
回
の
訪
問
で
、
当
町
と
ギ
ズ
ボ
ー
ン
市

と
の
友
好
関
係
が
さ
ら
に
強
固
に
な
り
、
友
好

の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
人
に
国
際
交
流

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
有
意
義
な
国
際
交

流
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
国
内
交
流
に
つ

い
て
は
、当
町
出
身
者
に
よ
る
東
京
野
々
市
会
、

関
西
野
々
市
会
が
あ
る
。
ま
た
、
姉
妹
都
市
提

携
で
は
な
い
が
、
愛
知
県
東
浦
町
と
災
害
時
に

ＱＡＱ

ＱＡ
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お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
東

浦
町
も
単
独
市
制
を
目
指
し
て
お
り
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
と
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
。

小
学
校
給
食
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
化
は
中
止
を

岩
見 

博　

議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
人
件
費
が
抑
え
ら

れ
、
高
い
調
理
技
術
、
安
全
・
衛
生

管
理
の
知
識
を
持
っ
た
調
理
員
を
雇
用
で
き

る
か
疑
問
。
職
安
規
則
で
献
立
を
つ
く
る
公

務
員
栄
養
職
員
が
直
接
指
導
で
き
な
い
問
題

も
致
命
的
で
、
最
大
の
犠
牲
者
は
子
ど
も
た

ち
に
な
る
。
自
校
方
式
を
守
り
、
地
元
企
業

も
受
注
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
地
域

経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

破
た
ん
が
相
次
ぐ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
神
話
に
頼
る
こ
と

を
改
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

給
食
施
設
セ
ン
タ
ー
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
機
能
の
集
約
に
よ
る
初
期
投
資
費

用
、
維
持
管
理
費
、
調
理
効
率
、
各
学
校
の
児

童
数
の
変
化
へ
の
対
応
な
ど
の
効
率
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
、
一
元
管
理
に
よ
る
危
機
発
生
頻
度

が
低
減
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
町
の
調
理
数

の
規
模
、
小
学
校
の
立
地
を
考
慮
し
て
も
セ
ン

タ
ー
方
式
が
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
資

金
の
調
達
に
よ
り
財
政
の
平
準
化
が
図
ら
れ
、

銀
行
に
よ
る
業
務
監
視
機
能
が
期
待
で
き
る
こ

と
、
公
共
が
性
能
を
規
定
し
、
民
間
が
仕
様
を

決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
創
意
工
夫
が

発
揮
し
や
す
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
事
業
会
社

の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
金
額
以
外
に
調
理
員

の
管
理
、
研
修
な
ど
運
営
体
制
の
提
案
も
審
査

の
対
象
と
す
る
こ
と
で
調
理
員
の
質
を
確
保
で

き
る
と
考
え
る
。
事
業
に
当
た
っ
て
は
、
応
募

要
件
の
中
に
地
域
要
件
な
ど
を
つ
け
、
地
元
業

者
を
広
く
公
募
す
る
中
で
事
業
者
を
決
定
し
た

い
。
食
材
に
関
し
て
は
、
町
で
発
注
を
行
う
こ

と
で
品
質
の
確
保
や
地
産
地
消
に
努
め
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
事
業
方
式
が

適
当
か
、
検
討
し
決
定
し
て
い
き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
をワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成
す
る
自

治
体
が
急
速
に
広
が
り
、
厚
労
省
も

予
算
要
求
す
る
中
、
町
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
検
討
で
は
な
く
、
実
施
へ
明
確
な

答
弁
を
。厚

生
労
働
省
の
平
成
23
年
度
予
算
概

算
要
求
に
、
市
町
村
で
実
施
す
る
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
に
対
し
て
、

３
分
の
１
相
当
額
を
助
成
す
る
予
算
が
計
上
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
で
あ
る

ク
ー
ポ
ン
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
さ

れ
る
。
し
か
し
、
国
の
助
成
制
度
の
詳
細
が
現

段
階
で
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
、
今
後
、
効
果

的
、
効
率
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
対

象
年
齢
、
接
種
方
法
、
費
用
の
負
担
割
合
な
ど

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
続
け
、
接
種
対
象
者
や

そ
の
保
護
者
へ
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
教
育
機

関
と
連
携
を
図
り
、
が
ん
検
診
を
含
め
た
一
貫

性
の
あ
る
事
業
の
推
進
を
検
討
し
た
い
。

稲
荷
と
北
西
部
を
結
ぶ
８
号
線
下
ト
ン

ネ
ル
の
拡
幅
を

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ト
ン
ネ
ル
の
拡

幅
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

北
西
部
の
開
発
が
進
め
ば
車
の
交
通
量
は

も
っ
と
増
え
、
三
日
市
の
児
童
の
下
校
時
の

安
全
を
考
え
る
と
歩
道
の
確
保
は
必
要
。
当

面
の
対
策
と
し
て
対
面
交
通
を
知
ら
せ
る
信

号
の
設
置
を
。
抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
拡

幅
を
求
め
る
。

現
在
の
ト
ン
ネ
ル
は
道
路
構
造
令
に

適
合
せ
ず
、
新
た
な
ト
ン
ネ
ル
を
建
設

す
る
場
合
、
国
道
８
号
を
通
行
止
め
に
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
片
側
２
車
線
の
迂
回
路
を
建
設

す
る
必
要
が
あ
り
、
沿
線
に
及
ぼ
す
影
響
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
に
す
り

つ
け
る
道
路
の
延
長
が
現
在
よ
り
長
く
な
る
こ

と
か
ら
、
道
路
に
面
し
た
宅
地
か
ら
出
入
り
が

で
き
な
く
な
り
、
現
実
的
に
は
非
常
に
厳
し
い

と
考
え
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
御
園
小
学
校
の

通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
登
校
時
は
時

間
交
通
規
制
に
よ
り
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。

下
校
時
の
交
通
規
制
は
な
く
、
円
形
ハ
ン
プ
で

通
過
交
通
の
速
度
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。今
後
、

北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
の
土
地
利
用
の

進
展
に
よ
り
、
通
過
交
通
の
増
大
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
解
決
策
と
し
て
時
間
規

制
や
信
号
処
理
な
ど
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
す

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

　

議
会
活
動９

月
16
日
～
10
月
15
日

■
９
月

16
日　

決
算
特
別
委
員
会

17
日　

決
算
特
別
委
員
会

24
日　

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

　
　
　

市
制
特
別
委
員
会

30
～
10
月
１
日　

�

県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会
・
県
内
行
政
産
業
視
察

■
10
月

７
日　

�

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定

例
会

12
～
14
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

る
観
点
で
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。
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　町が市になると何が変わるのでしょうか。

　町から市になると、町では権限がなく行うことができなかった事務を、市では行うことが

できるようになります。たとえば、福祉事務所の設置や社会福祉主事などを配置し、福祉

行政をより身近に行うことができるようになります。

　このように、法律などで町よりも市に多くの責務が課せられており、市になると自治の権限が広がり、

よりきめ細やかな行政運営を行うことができます。

　また、市長、市議会の選挙制度や議員定数の上限、議決事項など市になると変更されるものがあります。

　町に住む私たちに最も影響があるのは、「石川郡野々市町」という表記が「野々市市」に変わることでしょ

う。このことで、皆さんの各種免許・許可証などの住所変更が必要となるものがありますが、どのような

場合に手続きが必要かは、今後、広報や町ホームページなどでお知らせする予定です。

１
，
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

９
月
入
札
分

■
本
町
通
り
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
　
道
路

改
良
工
事
　
第
６
工
区

予
定
価
格
　
１
，
１
４
４
万
５
千
円

落
札
価
格
　
１
，
０
９
２
万
円

落
札
者
　
㈱
堀
建
設

■
公
共
下
水
道
事
業
　
汚
水
管
布
設
工
事
　
二
日
市
第

一
処
理
分
区
　
第
1�
工
区

予
定
価
格
　
１
，
９
１
１
万
円

落
札
価
格
　
１
，
７
９
５
万
５
千
円

落
札
者
　
㈱
野
々
市
工
建

■
公
共
下
水
道
事
業
　
汚
水
管
布
設
工
事
　
二
日
市
第

一
処
理
分
区
　
第
�0
工
区

予
定
価
格
　
１
，
４
８
０
万
５
千
円

落
札
価
格
　
１
，
３
６
５
万
円

落
札
者
　
㈱
河
合
組

■
公
共
下
水
道
事
業
　
汚
水
管
布
設
工
事
　
二
日
市
第

一
処
理
分
区
　
第
�1
工
区

予
定
価
格
　
２
，
５
３
０
万
５
千
円

落
札
価
格
　
２
，
３
６
２
万
５
千
円

落
札
者
　
㈱
下
川
組

■
��
︱
��
　
北
西
部
土
地
区
画
整
理
に
伴
う
配
水
管
布

設
工
事
　
第
４
工
区

予
定
価
格
　
１
，
７
４
３
万
円

落
札
価
格
　
１
，
５
９
６
万
円

落
札
者
　
㈱
木
村
産
業

　
入
札
結
果

市と町の違い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金
へ

▽
野
々
市
明
倫
高
等
学
校
生
徒
会
執
行
部
様
か
ら

２
万
３
，
２
２
７
円

■
ふ
る
さ
と
納
税
へ

▽
堀
中
一
郎
様
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
か
ら�

10
万
円

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
マ
ナ
の
家
様
か
ら�

１
万
１
，
３
５
０
円

　
ご
寄
付

◇
清
水
外
司
英
氏
　
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
務
め
ら
れ
た
。

　
町
感
謝
状

市制について考えてみ
よう５

　
10
月
７
日
㈭
に
野
々
市
小
学
校
で
、
新
校
舎
建
築
に

携
わ
っ
た
業
者
を
招
い
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
が
、

「
こ
の
き
れ
い
な
学
校
を
大

切
に
使
っ
て
い
き
ま
す
」
と

述
べ
な
が
ら
、
児
童
全
員
の

作
文
を
張
っ
た
模
造
紙
を
手

渡
し
ま
し
た
。「
オ
ー
プ
ン

教
室
が
広
く
て
便
利
」「
ト

イ
レ
が
き
れ
い
で
使
い
や
す

い
」
と
い
う
感
想
な
ど
が
あ

り
、
建
築
業
者
は
「
あ
り
が

と
う
」
と
笑
顔
で
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

 
野
々
市
小
学
校
　「
新
校
舎
う
れ
し
い
な
」
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「
第
４
次
野
々
市
町
行
政
改
革
大
綱
」（
推
進
期
間
…
平
成
18
年
度
～
22
年
度
）
平
成
21
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

平
成
21
年
度
中
の
主
な
取
り
組
み

 

１　

町
民
と
の
協
働
の
推
進

○
広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

広
報
の
の
い
ち
を
毎
月
２
１
，
１
０
０
部
発

行
し
、
え
ふ
え
む
・
エ
ヌ
・
ワ
ン
で
平
日
３

回
、
土
曜
日
１
回
、
計
５
０
０
時
間
以
上
、
金

沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
１
日
２
回
１
時
間

以
上
お
よ
び
特
別
番
組
を
５
日
間
に
わ
た
り
放

送
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
総
ア
ク
セ
ス
数
は

１
，
１
７
２
，
２
８
７
件
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
意
見
提
案
は
48
件
。
ま
た
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
バ
ナ
ー
広
告

枠
が
増
加
。
町
の
施
設
な
ど
を
案
内
す
る
町
政

バ
ス
は
13
回
運
行
。

○
人
材
バ
ン
ク
登
録
制
度
の
活
用

　
「
学
び
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
で
は
37
人
が

登
録
。
公
民
館
の
夏
休
み
体
験
や
学
社
連
携
事

業
な
ど
を
開
催
（
３
１
３
人
が
参
加
）。

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

寿
大
学
校
や
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た
講
演

会
を
開
催
（
78
人
が
参
加
）。
講
演
会
な
ど
で

町
男
女
共
同
参
画
推
進
員
が
寸
劇
を
上
演
し
、

継
続
的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
と
施
策

へ
の
反
映

　
「
野
々
市
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要

綱
」を
制
定
し
、２
件
の
事
業
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
。

○
地
元
大
学
な
ど
と
の
連
携

　

委
員
会
・
審
議
会
の
委
員
等
へ
の
就
任
21
件
、

事
業
の
講
師
な
ど
９
件
、
共
同
（
協
力
）
事
業

５
件
、
連
携
に
よ
る
教
育
（
研
究
）
２
件
、
土

地
ま
た
は
建
物
の
提
供
３
件
、
そ
の
ほ
か
の
取

り
組
み
６
件
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
と
連
携

　

歩
道
清
掃
な
ど
の
協
力
で
３
団
体
と
新
た
に

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
を
締
結
（
13
団

体
14
カ
所
で
協
定
締
結
）。

※
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
公
共
の
場
所
を
養

子
に
み
た
て
、
町
民
（
団
体
）
が
里
親
と
な
り

養
子
（
公
共
の
場
所
）
の
美
化
な
ど
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

 
２　

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

○
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
す
べ
て
の

窓
口
で
各
種
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
整
備
。

横
一
線
の
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
各
課
が
連
携

し
て
業
務
を
行
い
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努

め
て
い
る
。

○
公
共
施
設
予
約
状
況
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
携
帯
電
話
か
ら
の
予
約
状

況
案
内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

 

３　

効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備

○
新
た
な
入
札
・
契
約
方
式
の
導
入

　

電
子
入
札
の
対
象
と
な
る
工
事
・
委
託
業
務

１
８
３
件
の
う
ち
１
３
２
件
を
電
子
入
札
で
実

施
（
72
％
）。
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
制
限
付

き
一
般
競
争
入
札
を
１
件
実
施
。

○
職
員
提
案
制
度
の
推
進

　

自
由
提
案
、
課
題
提
案
、
実
績
提
案
に
分
け

て
職
員
か
ら
募
集
。
17
件
の
応
募
、
２
件
の
採

用
。

○
多
様
な
職
員
研
修
の
実
施

　

県
市
町
村
職
員
研
修
所
指
定
研
修
に
49
人
、

選
択
研
修
に
16
人
、
町
研
修
計
画
に
よ
る
14
の

研
修
に
１
２
４
人
が
受
講
。

○
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入

　

老
朽
化
し
た
野
々
市
小
学
校
の
改
築
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
で
進
め
る
。

○
保
育
事
業
の
民
営
化

　

白
山
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
白
山

の
民
営
化
、
ふ
じ
ひ
ら
保
育
園
の
誘
致
・
開
園
、

堀
内
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
移
転
新
築
工
事

を
行
う
。

○
公
用
車
の
削
減
、
エ
コ
カ
ー
（
低
公
害
車
）

導
入
の
検
討

　

８
台
を
廃
車
し
、
８
台
の
エ
コ
カ
ー
を
購
入

（
１
台
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
）。
職
員
向
け
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
教
室
の
開
催
。

○
徴
収
体
制
の
強
化

　

部
課
長
に
よ
る
税
の
滞
納
整
理
の
実
施
（
収

入
額
２
５
，
９
３
１
千
円
）、
嘱
託
徴
収
員
の

雇
用
で
徴
収
強
化
（
収
入
額
９
１
，
８
５
４
千

円
）。
高
額
滞
納
案
件
専
門
班
（
収
入
額
６
２
，

９
４
４
千
円
）
に
よ
る
徴
収
強
化
。

○
財
政
の
健
全
化

　

自
治
体
の
資
産
の
保
有
状
況
や
人
的
・
給
付

サ
ー
ビ
ス
の
経
費
と
財
源
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

を
公
表
。

　

年
度
目
標
と
し
て
い
た
財
政
指
標
に
つ
い

て
は
す
べ
て
達
成
。
経
常
収
支
比
率
93
％
未

満
達
成
（
実
績
91
．
８
％
）、
実
質
公
債
費
比

率
18
％
未
満
達
成
（
実
績
９
．
４
％
）、
財
政

調
整
基
金
を
標
準
財
政
規
模
の
５
％
以
上
達
成

（
実
績
13
．
５
％
）

※
経
常
収
支
比
率
：
毎
年
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
経
常
一
般
財
源
が
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
の
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
常

経
費
に
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
比

率
。
低
い
ほ
ど
よ
い

※
実
質
公
債
費
比
率
：
一
般
会
計
な
ど
が
負
担

す
る
元
利
償
還
金
と
準
元
利
償
還
金
（
公
営
企

業
や
一
部
事
務
組
合
の
支
払
う
元
利
償
還
金
へ

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
等
公
債
費
類
似
経

費
）
か
ら
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
た
公
債
費

を
除
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

で
、通
常
は
過
去
３
カ
年
の
平
均
値
を
用
い
る
。

低
い
ほ
ど
よ
い

※
標
準
財
政
規
模
：
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
標

準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

経
常
一
般
財
源
の
規
模
（
21
年
度
：
91
億
６
，

８
７
０
万
６
千
円
）。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
企
画
課
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
２
２
７
・
６
０
２
６
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安心安全を 24 時間守る
　町と白山市が共同で設置する、白山石川広域消防本部。
10 月５日㈫、新庁舎の竣工式を迎え、業務を開始しました。
新庁舎の敷地面積は約 11,000㎡で、鉄筋コンクリートの３
階建て。１階は松任消防署、２階には消防本部、３階には
高機能消防指令システムを備えた通信指令課が新設し、こ
れまで各消防署で受け付けていた 119 番通報を一元化。固
定電話や携帯電話からの通報の場所を特定できるようにな
り、野々市消防署からの出動も、より迅速に対応できるよ
うになりました。

楽しく学び、
しっかり防災を考える

　新庁舎内には、防災学習センターを新設しま
した。消火器を使った初期消火を体験するコー
ナーや、防災クイズコーナー、119 番通報を体
験できるコーナーなど、さまざまな展示や体験
を通して防災に関する知識を楽しみながら学
ぶことができます。なかでも、地震避難体験で
は、関東大震災などの過去に発生した地震の揺
れ方が再現され、縦揺れ・横揺れのあとに余震
が来るその時間差など、リアルに地震の状況を
体験することができます。
　10 月 12 日（月）、町の公共施設などを見学
する町政バスで上林婦人会の皆さんが、見学に
訪れました。参加した𠮷本さんは、「とても立
派な施設。私たちの安全を守ってくれると思う
と、とても安心です」と話していました。
予約・問い合わせ（10 人以上の見学・体験は事前予約が必要）

白山石川広域消防本部防災学習センター
電話　276 － 9470

白山石川広域消防本部　新住所
〒 924-0815　白山市三浦町２５５番地

①関係者によるテープカットで華々しく竣工②火に強いレンガタイル貼りの外観。開放的な雰囲
気の新庁舎③通報を受ける通信指令室の巨大モニターでは、災害現場の映像も見ることができる
④さまざまな場で活動する消防隊員の服装の展示⑤いざというとき冷静にできる？ 119 番通報
体験⑥１階床面の巨大マップ上でモニターを動かし、各地域の防災情報が見ることができる⑦こ
ども用の消防服を着て、さあ君も消防士だ！⑧台所火災の初期消火を体験

白山市三浦町に新庁舎完成

新白山石川広域消防本部　始動

1 2

3

4

5

7 8

6

防災学習センターを併設
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健 康 通 信
　
町
で
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
疾
病

の
う
ち
、
生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
る
糖

尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
高
血
圧
は
、
食

生
活
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
血
液
で
分
か
る
食
生
活

　
糖
質
（
炭
水
化
物
）
を
取
り
過
ぎ
る

と
、
血
糖
値
を
上
げ
糖
尿
病
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
過
剰
摂
取
に
よ
り

余
っ
た
糖
は
、
中
性
脂
肪
に
作
り
変
え

ら
れ
ま
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な

ど
の
脂
質
は
、
糖
質
や

脂
肪
を
原
材
料
と
し
て

体
内
で
合
成
さ
れ
ま
す
。

そ
の
量
は
、
食
事
で
摂

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

２
倍
で
す
。（
図
１
）
脂

質
異
常
症
は
脂
質
だ
け

で
な
く
、
糖
質
の
過
剰

摂
取
か
ら
も
引
き
起
こ

さ
れ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
は
、
血
液

中
の
塩
分
濃
度
を
上
げ
ま
す
。
そ
の
結

果
、
濃
度
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
の
ど

が
渇
き
ま
す
。
水
分
を
摂
る
と
循
環
血

液
量
が
増
え
、
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
口
に
す
る
物
と
血
液

デ
ー
タ
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
食
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
で
病
気

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
甘
い
も
の
大
好
き
県
民

　
国
が
、
各
家
庭
の
家
計
の
収
入
・
支

出
、
貯
蓄
・
負
債
な
ど
の
実
態
を
調
べ

る
家
計
調
査
か
ら
、
隣
の
金
沢
市
が
、

も
ち
・
れ
ん
こ
ん
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

菓
子
類
な
ど
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。（
表
１
）
野
々
市
町
も

似
た
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
も
ち
や
す
し
な
ど
は
、
米
を
原
材
料

と
し
た
食
品
で
、
炭
水
化
物
が
多
く
、

ま
た
、
ご
は
ん
と
し
て
食
べ
る
よ
り
も

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
れ
ん
こ
ん
も
炭
水
化
物
を
多
く
含

む
食
材
で
す
。

　
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
洋
菓
子
類
は
、

原
材
料
に
砂
糖
と
脂
肪
を
多
く
含
み
ま

す
。
和
菓
子
は
洋
菓
子
に
比
べ
脂
肪
分

が
少
な
い
も
の
の
、
や
は
り
砂
糖
を
多

く
含
み
ま
す
。

　
糖
質
（
炭
水
化
物
）
の
取
り
す
ぎ
は

血
糖
値
を
上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

体
内
で
余
っ
た
糖
質
は
中
性
脂
肪
に
作

り
変
え
ら
れ
る
の
で
血
液
中
の
脂
質
も

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
も
し
、
健
診
な
ど
の
血
液
検
査
で
異

常
値
を
示
し
て
い
る
場
合
は
、
自
分
の

体
に
と
っ
て
の
適
量
を
超
え
た
摂
取
を

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
で
は
、
健
康
相
談
な
ど
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
に
応
じ
た
適
量
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
血
液
デ
ー
タ
を
用
意
し

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食
生
活
を
改
善
し

　
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

問い合わせ
◆保健センター
☎ 248・3511

糖尿病

高血糖

血液
データ

栄養素

血糖 中性脂肪 尿酸総コレステロール

炭水化物 脂質 総プリン体

カリウム

カリウム

ナトリウム

食塩コレステロール

肥　満

高脂血
痛　風

高尿酸

高血圧

脳卒中予防

血圧の低下
ナトリウムの排泄を促す

コレステロールの材料

2/3 は糖・脂肪

1/3 はコレステロール

　インスリン

血管病

余ると

食品名
金沢市の全国順位
（調査基準）

もち ２位（量）
すし １位（金額）
ぶり ２位（量）
れんこん ３位（量）
和生菓子 １位（金額）
洋生菓子 ４位（金額）

アイスクリーム １位（金額）
ビール １位（量）
清酒 ３位（量）

表１　�家計調査（二人以上の世帯）
　　　都道府県庁所在市及び政令指定都市
　　　別ランキング（平成19～ 21年平均）

図１　血液データと食品（栄養素）の関係
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カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

世代をこえた笑顔のふれあい
お年寄りと子どもフェスティバル

　９月26日㈰、お年寄りと子どものフェスティバルが老人福祉センター椿荘周辺で開催されました。
　厳しい残暑の中でしたが、芝生広場を囲んでの模擬店、ゲームコーナ－、縁日などでは、元気いっぱいの子ども
たちとそれを見守るお年寄りでにぎわいました。まつぼっくり細工のコーナーでは、自分好みの色合いに彩色し、
オリジナルの飾りを作成していました。竹とんぼ作りでは、地域のボランティアの人が羽の作り方を教えていまし
た。アルミホイルで巻いた竹を火であぶり、そのあとすぐに水の中に入れる。「ゆっくりと曲げていくんだよ」と
ボランティアの人が声をかけると、参加者は真剣な表情で取り組んでいました。
　また、野々市中学校バトントワリング部の演技や金城大学学友会操演部による着ぐるみショー、中央児童館のキッ
ズダンスなどが会場を盛り上げました。そのほかにも交通安全に関する寸劇が行われ、交通ルールの問題に参加者
が○×のうちわを、元気よくあげていました。

町でしか飲めない限定の味、登場
ichi 椿生　商工会認定店で販売開始

　誕生から２年目を迎え、定着しつつある町ブランド酒「ichi
椿」。ツバキの花から採取した酵母と、町内で生産した酒米を
使ったこの酒が、新しい形で売り出されています。それは、
加熱殺菌をせずに瓶詰めした「生」。酸味や甘み、香りが失わ
れず、酒蔵での風味をそのまま味わえます。温度管理など保
管が難しいため、町内の飲食店30店での限定販売です。
　10月４日㈪には、太平寺１丁目の寿司屋で報道関係者を集
めて試飲会が開かれ、粟町長と村山町商工会会長、製造した
中村酒造・中村社長が出席し、町内限定の新酒をPRしました。

↑「濃厚な味わいがおいしい」と酌み交わす３人。
→限定販売でしかお目にかかれないボトルデザイン限定販売でしかお目にかかれないボトルデザイン
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歌は世につれ世は歌につれ
みんなで楽しく歌おう！

　９月28日（火）、女性センターで1960年代から70年代
のフォークソングなどを歌う集いが開かれました。参加した
約20人の中高年の女性は、講師の福田英夫さんのギターの
伴奏に合わせながら、手拍子や足踏みでリズムをとり、それ
ぞれの思い出や情景を浮かべながら、20曲を歌い上げました。
　企画した女性センターでは、予想以上に人気の高い集いと
なり、今後は歌声喫茶のような事業に発展させたいとのこと
でした。

活動拠点の完成で、広がる地域の輪
菅原集会所の開所式

　10月17日㈰、菅原町集会所の開所式が行われ、粟町長や柿
本町内会長を含む関係者20人が、完成を祝いました。
　菅原町にはこれまで集会所がなかったため、NTT寮の跡地
を買い取り、今年６月に着工。完成した集会所は、145㎡の敷地
に木造平屋89㎡で研修室２室に、台所や物置、車イスに対応し
たトイレなどがあります。
　式では、駒井建設委員長が「みんなが待ち望んだ集会所です。
小さな建物ですが、町内会の住民にとっては大きな財産となり
ます。」とこれからの活用に期待を寄せました。

年の功より日ごろの自覚を
シルバードライビングスクール

　９月23日現在の県内の交通事故死者数42人の内10人が、
65歳以上が加害者となった事故で亡くなっています。こうし
た惨劇を防ぐために、秋の全国交通安全運動に合わせ９月25
日㈯、65歳以上を対象に町交通安全協会が主催する安全運転
講習が、町内の自動車学校で行われました。
　参加者40人は、講義の後、教習車に乗り込み校内のコー
スを運転し、実技指導を受けました。押野在住の加藤さんは
今回が２回目の参加で、前回、教官に日ごろ気がつかなかっ
た運転の癖を指摘され、今も気をつけているとのこと。

野々市はわたしたちの大切なまち
野々市明倫高校生の美化ボランティア

　10月８日㈮、野々市明倫高校の生徒会役員、野球部、男子
ソフトボール部、家庭部、七曜ゼミなどの１、２年生約50人が、
ＪＲ野々市駅とその周辺を清掃しました。これは学校のある
野々市町をきれいにする地域ボランティア活動です。生徒た
ちは駅舎と連絡通路の窓や手すり、椅子を拭いたり、駅周辺
のごみ拾いや草むしりをしました。この日は、ほかの野球部
員20人も学校近くの中央公園を清掃しました。
　明倫高校の生徒の約８割は町外から通学していますが、皆、
野々市の大切な子どもだと思って地域で声をかけましょう。
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

園内に響く鈴虫の音色
あすなろ保育園

かがやくひとみ

６月のある日、らいおん組に何十匹もの鈴虫が

やってきました。「たくさんおるから、くま

組とうさぎ組に分けてあげたら？」と優しいらい

おん組の子どもたちです。

　図鑑を広げ「何か違うよ」「まだ幼虫やしや」と成

虫になるのを楽しみに毎日毎日世話を続けました。

　９月になると、くま組・うさぎ組からは鈴虫の

鳴く声が聞こえてきたのですが、なぜか、らいお

ん組の鈴虫だけは鳴き出しません。子どもたちは

「何でやろ？弱っとるんかな？」と観察ケースの中

を毎日心配そうに見ていました。

ある時、「うさぎ組の鈴虫一匹だけもらったら

鳴き出すかもしれん」とオスを一匹もらいま

広
告
欄

広告募集中
（１号 5.6 ｃｍ四方）

掲載料は月額 2 万円。６カ月連
続掲載で10万円（１カ月分無料）
※�税込み、版下原稿作成費用は

含まない
問い合わせ　広報情報課広報広
聴担当（☎ 227 － 6056）

した。けれどもなかなか鳴きません。次は、くま

組からオスを一匹もらってきました。やっぱり鳴

き声が聞こえないのです。そのうち、脱皮をして

成虫になっていない鈴虫がまだたくさんいること

に子どもたちが気づいたのです。

　それからしばらくして、いよいよ脱皮し始めま

した。息をこらして大きな目でじっと見つめるら

いおん組の子どもたち。「出てきてすぐは、羽根っ

て白いんや！」小さな声で友達同士教え合い、脱

皮して初めて鳴くことも知りました。

今ではたくさんの鈴虫の鳴き声が、「リーン、

リーン」と絶え間なく部屋から廊下、そして

園内に響き、すてきな秋を感じさせています。ら

いおん組も世話をしながら音色を楽しんでいます。
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ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

勝田　真生さん
富陽小学校２年

美容師になりたい

小堀　純都くん
御園小学校３年

水泳選手になりたい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：野々市町出身のアニメ監督・米林宏昌さんと映画「借りぐらしのアリエッティ」を紹介するコーナーを設けました。

と　き　11月
がつ

13日
にち

㈯、27日
にち

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

に図
と

書
しょ

館
かん

のない地
ち

域
いき

があり、そ
こへ本

ほん

を届
とど

けるのが移
い

動
どう

図
と

書
しょ

館
かん

の役
やく

目
め

。
郵
ゆう

便
びん

、船
ふね

、馬
ば

車
しゃ

、手
て

押
お

し車
ぐるま

など方
ほう

法
ほう

は
国
くに

によってさまざまだけど、子
こ

どもた
ちは今

きょう

日も、本
ほん

の届
とど

くのを心
こころ

待
ま

ちにし
ています。● 今月の展示図書

テーマ　『古（いにしえ）を訪ねて』

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします

『図
と

書
しょ

館
かん

ラクダがやってくる』
マーグリート・ルアーズ／著　さ・え・ら書房

● 大人向け

捕鯨を全面禁止すると魚が食べられな
くなる？付近住民を困らせる害虫の大
発生が、湖の浄化に役立っていた？
人間中心の環境保全はどこかがおかし
い。目からウロコの情報満載、生物多
様性を楽しく学べる本。

『自然はそんなにヤワじゃない　誤解だらけの生態系』
花里　孝幸／著　　新潮社

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に
参加できます。

　
７
月
27
日
㈫
に
、
県
立
大
学
の
上
田
哲
行

教
授
に
よ
る
前
期
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
「
再
発
見
！
の
の
い
ち
の
自
然
」
を
受
講

し
た
宮
川
貢
さ
ん
（
下
林
）
の
報
告
で
す
。

　『
急
速
に
進
む
市
街
地
化
の
中
に
あ
っ

て
、
県
立
大
学
が
立
地
す
る
周
り
の
上

林
・
清
金
・
下
林
な
ど
は
、
当
町
の
希
少

な
緑
の
ゾ
ー
ン
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
都

市
近
郊
地
に
あ
っ
て
在
来
の
動
物
た
ち

が
生
息
す
る
珍
し
い
区
域
で
あ
る
。
水
田

の
大
区
画
化
に
逡
巡
す
る
状
況
下
で
農

業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
農
道
や
水

路
が
砕
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら

れ
な
い
ま
ま
残
り
、
そ
れ
が
ツ
チ
ガ
エ
ル

や
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
・
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
な
ど

の
生
息
に
好
適
な
環
境
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
学
生
た
ち
と
ビ
オ
ト
ー
プ
研
究
会
を

つ
く
り
、
旧
松
任
町
周
辺
の
農
地
を
も
含

め
平
坦
地
の
生
き
物
を
調
べ
た
。
鳥
で
は

ア
カ
ゲ
ラ
・
カ
ワ
セ
ミ
・
オ
オ
タ
カ
な
ど
、

ド
ジ
ョ
ウ
・
ウ
グ
イ
・
ド
ン
コ
の
魚
、
そ

し
て
ク
ワ
ガ
タ
・
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
な
ど
昆
虫

類
い
ず
れ
も
数
十
種
と
、
意
外
に
豊
か
な

生
息
相
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
県
な

ど
の
関
係
機
関
へ
も
こ
の
事
実
を
知
ら

せ
、
里
山
・
里
海
だ
け
で
な
く
、
当
町
の

こ
の
区
域
の
自
然
を
保
全
す
べ
く
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。』

　
講
義
か
ら
一
部
を
紹
介
し
た
が
、
演
題

ど
お
り
、
の
の
い
ち
の
自
然
を
再
発
見
す

る
想
い
が
満
ち
た
90
分
で
し
た
。

コラム「群れ飛ぶトンボ」
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　県民エコライフ大作戦は、県民が力を合わせて地球温暖化
の防止に取り組む活動です。テレビなどの主電源を切る、暖
房の設定温度は 20℃を目安にする、エコドライブの実践な
ど、私たちにもできることから始めましょう。
参加方法
① �3 つのコース（1週間、2週間、1カ月）から好きなコー
スを選択

②エコライフにチャレンジし、チェックシートに記入
③結果をまとめ、チェックシートに記載の方法で提出
取組チェックシートの入手方法
保育園、幼稚園、学校など、県の新聞広報（11月 17日）に掲載、
町環境安全課や県地球温暖化対策室の窓口、県ホームページ
（http://www.pref.ishikawa.jp）からダウンロード

問い合わせ　町環境安全課生活環境担当　227 － 6052
　　　　　　県環境部地球温暖化対策室　225 － 1462

Topics
……県民エコライフ大作戦にチャレンジしよう！……

11月 22日（月）～12月 21日（火）

リレー方式で町民の方々を紹介しています

町には、これからも地域に目を配って
町づくりに力を入れていって欲しい。

永井　博美さん／新庄
【右から賢士さん、そらちゃん（犬）】

野々市町で暮らしてどうですか？
新庄に住んで 13 年になります。来たときは誰も知
り合いがいなくて心細かったけど、近所の人たちが
優しく接してくれてすごくうれしかったです。今で
は、ほんとここに住んでよかったと思います。
広報についてのご意見は？
今は、仕事が忙しいのでたまにしか見ませんが、前
は、サークル募集の記事や町・公民館行事などの催
し物の記事を見て参加していました。
自分の性格を一言であらわすと？
負けず嫌いで男勝りなところです。
趣味はなんですか？
週１回バレーボールで汗を流すことです。実は、４
年前に自分で作ったチームなんです。それから、中
学生の息子がサッカーのクラブチームに所属してい
るので、その応援を含めて観戦することです。
目標やチャレンジしてみたいことは？
今まで全くやったことがないスポーツをしてみたい
です。もう１つは、旦那とペアを組んで、テニスと
かバドミントンとかにチャレンジしてみたいです。
狙うは全国制覇 !?

“いきいき”
　　ののいち人

54

県民エコライフ大作戦
オープニングイベント

日時　11 月 17 日㈬～ 20 日㈯
　　　�20 日㈯にオープニングセレモニーを

実施
場所　県庁 19 階　展望ロビー
内容　�NPO、企業、エコ保育所などの活動

紹介
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戸籍の窓
H22.9.16 〜 H22.10.15 受付分

■９月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 46,650 人	（＋		91）

　　男	 23,576 人	（＋		47）

　　女	 23,074 人	（＋		44）

　世帯数	 19,766 世帯	（＋ 51）

■９月中の人の動き
　転　入	 251 人

　転　出	 205 人

　出　生	 63 人

　死　亡	 18 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

個人情報保護のため本人・ご家族の希望
があったものを掲載しています
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祭
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主
な
内
容

　
今
月
の
表
紙
は
横
写
真
を
初

め
て
使
い
ま
し
た
。
取
材
し
た

中
山
主
事
が
撮
っ
た
中
で
祭
り

の
凛
と
し
た
雰
囲
気
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
写
真
が
、
こ
の

一
枚
で
し
た
。
彼
は
こ
の
記
事

の
た
め
、
事
前
の
学
習
、
取
材
、

当
日
は
一
緒
に
神
輿
を
担
い
だ

り
の
体
験
取
材
で
し
た
。
紙
面

づ
く
り
を
通
し
て
、
町
の
魅
力

を
発
見
し
て
い
く
若
い
職
員
の

姿
を
横
目
で
見
な
が
ら
、「
現

場
を
く
ぐ
る
」
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。	

（
桝
谷
）

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
水
泳
交

流
大
会
が
、
町
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
広
報
担
当
は
、
記

録
係
と
し
て
連
日
、
会
場
の
あ

ち
こ
ち
で
カ
メ
ラ
を
パ
チ
リ
パ

チ
リ
。
お
か
げ
で
、
選
手
の
皆

さ
ん
と
も
仲
良
く
な
り
最
終
日

に
は
「
広
報
さ
ん
、
は
い
チ
ー

ズ
！
」
と
写
真
を
撮
ら
れ
る
側

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
に
遠
征
を
し
て
い

る
と
い
う
選
手
も
多
く
、
年
輪

を
重
ね
、
生
き
生
き
と
全
国
を

駆
け
巡
る
姿
が
ま
ぶ
し
か
っ
た

で
す
。	

（
瀧
澤
）

編
集
後
記

　町の北西部、三日市町から二日市町にかけて広がる三日市Ａ遺跡と二日市イシバチ遺跡

では、今から約1,700年前に栄えていた弥生時代終わりころの大きなムラがあったこと

がわかっています。平成19年度から21年度にかけておこなわれた発掘調査では、竪穴

建物の中から勾玉や管玉（作りかけのものも含む）といった当時のアクセサリーがたくさ

ん見つかり、周辺は装身具の一大生産地であったことがわかりました。当時の玉類は、糸

でつなげてネックレスのようにして身につけたものであり、おもにムラの中での指導者や

シャーマン（巫女のような立場の人）が、おまじないや霊的な力を信じて着用していたよ

うです。二日市イシバチ遺跡では、弥生に続く古墳時代の大きな古墳群も見つかっており、

まさに弥生時代の周辺地域の中心地であったことがわかります。

弥生時代のたからもの

多くの玉類が出土した竪穴建物 壷の中に納められた玉の原石（緑色凝灰岩）




